
                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      

◎発表しやすい環境

＊ペアやグループで

◎思考を深めやすい

＊班で話し合うことにより

【学級の様子】 

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(1)表出意欲を高め理解を

○(ｱ)各自で考えをまとめ

くし，また思考を深

・みんなの前で自信

・自分の考えだけで

「ペアトークやグループトークで

同じ意見の友だちがいると

して全体での発表ができるね

「ノートを読み合うだけでも

考えがわかったり，同じところに

いたりできるね。」 

（

                      

~ 38 ~ 

 

                

 

                                                   

                         

環境の工夫 

ペアやグループで話し合うことにより，自信をもって発表

めやすい場の設定 

うことにより，考えを深めやすくする  

「他の班の発表も楽しみだね

「他の人の意見も
 
「みんなで相談

るから安心だわ

づくり』 

を促す 

えをまとめ，ペアやグループで共有するなどで

深めやすくする 

自信をもって発表することができない

えだけで，思考を深められない子どもがいる

（小学校・中学校

ペアトークやグループトークで 

だちがいると，安心 

ができるね！」 

うだけでも，友だちの

じところに気づ

（P48） 

（小学校） 

                      例２７ 

  

                              

                                                      

発表しやすくする 

しみだね！」 

も参考になるね。」 

相談してから発表でき
だわ。」 

するなどで，発表しやす

することができない 

どもがいる 

中学校・高等学校の例） 

（中学校） 

（高等学校） 



                       

 

◎子どもの発言

 ＊挙手をしなくても

 ＊子どもの発言は
 

◎友だちやグループの

 ＊子どもの発言を

＊少人数グループの

 ＊発表した意見を

【学級の様子】 

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(1)表出意欲を高め理解を

○(ｲ)つぶやきや発言を受

を取り上げて全体で

・意見をもっているのに

・全体の前では発言

（高等学校） 

「そうだね，Ａグループの結果

「Ｂグループの結果とのつながりはあるかな

「なるほど
 
「その

「私

「△△△はどう？」 
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(小学校) 

発言は，まず受容 

をしなくても自由に発言できる雰囲気づくりをする

は，肯定的に受け止める 

だちやグループの意見の共有化 

を板書したり，他の子どもに問いかけたりして

グループの意見交換から，全体でのグループ発表

を他の子どもへ問いかけるなどで，考えを

づくり』 

を促す 

受け止め，安心して表出できるようにし

で共有するなどで，理解を深めやすくする

をもっているのに，挙手をしない子どもが多

発言しない子どもがいる 

（小学校

「あーなるほど。○○という言葉

結果と似ているね。」 

とのつながりはあるかな？」 

なるほど！ いい意見だね！」 

その言葉から考えられることは？」 

私はこう思うよ！」 

「Ｃグループの

「自分のグループの

結果と

                       例２８ 

づくりをする 

いかけたりして共有する 

発表につなげる 

えを深めていく 

できるようにし，それら

めやすくする 

多い 

小学校・高等学校の例） 

言葉もあるかな。」 

グループの発表をします。」 

のグループの 

と似ているな。」 



                       

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
                     

 

 
 
 
 
  
                      

 

           

◎多様な活動の
＊「どうがんばるか

＊お互いにふりかえり

◎授業中の発言
＊自発的に発言

【学級の様子】 

「毎日，先生やクラスのみんなと

がんばったことを認め合ったよ

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(2)活動への参加を促す 

○(ｱ)他者評価や自己評価

により，意欲を持続

・個性が認められにくく

子どもがいる 

「何を・いつから・どのくらいできる
か考えて，カードに書

「よーし，がんばるぞ！」

「みんなががんばったことをまとめ

たら，新発見もあったね！」

(中学校)   

                      

~ 40 ~ 

「発言するたびにポイントカードが
もらえるよ。」 

 

「発言が苦手な私は，宿題
に取り組んだら，もらえたよ

   
 
 

 

                           

 

                       

           

の設定 
どうがんばるか」，今からすぐにできる具体的な目標

いにふりかえり認め合うことで，自己肯定感の向上

発言を肯定 
発言できる雰囲気を大事にする 

やクラスのみんなと， 

ったよ。」 

づくり』  

 

自己評価の場面を設けるなどで，取組が認

持続しやすくする 

められにくく，自分はダメだと思ってしまう

を・いつから・どのくらいできる
書いたよ。」 
！」 

（中学校

とをまとめ 

！」 

「ポイントカードの
たちのやる気を
れました。」 

                      例２９ 

するたびにポイントカードが 

宿題の他に課題 
もらえたよ。」 

目標を考えさせる 

向上を図る 

認められること

ってしまう 

中学校・高等学校の例） 

(高等学校) 

ポイントカードの活用は，生徒
を引き出してく



［個々の実態に応じた支援の工夫例］                                

 

「自分で今日の目標を決

朝の会で発表します。」

（中学部：日常生活の指導） 

【学級の様子】 

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(2)活動への参加を促す 

○(ｱ)他者評価や自己評価

により，意欲を持続

・自信がなく，活動に

たりする 

・友だちの活動に目が

◎活動に対して

＊今日の活動

それに対し

＊目標に対して

◎友だちの様子

＊円の隊形に

「目標を達成できたかど

うか，帰りの会で 

友だちと一緒に考え， 

○や△をつけるよ。」 
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決めて 

。」 

（高等部：作業学習） 
 

「毎回，自分で目標

がんばるようになったよ

づくり』 

 

自己評価の場面を設けるなどで，取組が認

持続しやすくする 

に取り組めなかったり集中できなかっ

が向きにくい 

して，自分で評価，先生や友だちが

活動について｢目標・評価シート｣に記入して

して教師が評価する（学習） 

して，友だちと一緒に評価する 

様子がわかるような隊形の工夫 

に並びやすいように，白線をひく 

（

「先生が，毎回コメントを書いてく

れたから，励みになったよ。」 

「白い線

いいんだな

 

「円だから

よく見

（高等部

                                例３０ 

目標を決めて，

がんばるようになったよ。」 

認められること

できなかっ

だちが評価 

て振り返り， 

（特別支援学校の例） 

線の所で体操すれば

いいんだな。」 

だから，友だちの動きが

見えるよ。」 

高等部：体育） 



                       

 

(小学校) 

◎一人一人の特徴

＊具体的に取り

＊できるだけ子

◎各自の役割を
 ＊学級・学年の

【学級の様子】 

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(2)活動への参加を促す 

○(ｲ)得意なことなどを

で，主体的に取り組

・取り組む子どもが

「1 組から６組までを一覧

一人一人に対して，称賛

「『

「子どものやる気

を引き出すため，

係の内容や名称

は，グループで検

討 さ せ て い ま

す。」 
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特徴をできるだけ生かした係活動 

り組みやすい係活動を決める 

子どもの特徴等をふまえて，係分担をする

を互いに確認できる掲示 
の子どもや教員が，役割を確認できるように

づくり』 

 

を生かした活動や役割を果たす場面

組みやすくする 

どもが一部に偏っている  

（小学校

一覧にして，廊下に掲示しています。学年の

称賛や促しの言葉をかけることができます。」

「ここには，一人一人の名前を

『係活動の名称』と『具体的な仕事内容』を記載

「一人一役だから，僕がやらないとだめなんだ

「自分たちで

だからやる

「班の

やるんだよ

                       例３１ 

（中学校） 

をする 

できるように掲示する 

場面を設けるなど

小学校・中学校の例） 

の教員全てが， 

。」 

を記載します。」 

記載します。」 

がやらないとだめなんだ。」 

たちで決めた係 

だからやる気になるよ。」 

の仲間で協力して 

やるんだよ。」 



                      

 
 
 
 
 
 
 
 

◎学習のルールを

＊「話を聞く」「

すことで確認

＊学習の流れを

板に貼り,今やるべきことに

【学級の様子】 

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(2)活動への参加を促す 

○(ｳ)学習や学級のルール

やすくする 

・ルールやマナーが

(高等学校) 

「
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のルールを確認 

」「注目する」「話してもよい」などのルールを

確認を容易にする 

れを中断しないように,「目」「耳」「口」などの

やるべきことに注目できるようにする 

「今は静かに聞かなきゃ
 
「絵カードを見て自分

いかわかるよ。」 

づくり』 

 

のルールを明確に示すなどで，安心して活動

・ルールやマナーが守れない子どもがいる 

（小学校

「例えば，算数ではこのように

発表の仕方などを掲示

(小学校) 

「教室の前に掲 

示して，生徒 

が自分で確認 

できるように 

しています。」 

                      例３２ 

などのルールを視覚的に示

などの絵カードを黒

かなきゃ。」 

自分で,どうすればい
 

活動に取り組み 

学校・高等学校の例） 

ではこのように具体的に

掲示しています。」 

(小学校) 



［個々の実態に応じた支援の工夫例］                                

 

【学級の様子】 

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(2)活動への参加を促す 

○(ｳ)学習や学級のルールを

やすくする 

・友だちに何か言われることを

しない子どもがいる 

・発表の声が小さかったり

「会議のルール

は，他の授業や

会議でも使っ

ています。」 

◎話し合いや

＊話し合い活動

◎発表する時

「安心して発表できるようになった

から，友だちの発表もしっかり

るようになったよ。」 

「お弁当作

し合

「みんなの

おかずが

たよ

（高等部） 

                                

~ 44 ~ 

（中学部） 

（

づくり』 

  

のルールを明確に示すなどで，安心して活動

われることを気にして，授業で発表しようと

 

さかったり，早口になってしまったりする

いや発表の際のルールを決めて掲示 

活動がスムーズに進むように，毎時間確認

時の適切な音量や話す速度を視覚的に

（

できるようになった

もしっかり聞け

弁当作りで話 

合ったよ。」 

みんなの意見で 

おかずが決まっ 

たよ。」 

「赤い部分で音量を

示します。持ち運

びできます。」 

                                例３３ 

（小学部） 

活動に取り組み

しようと

になってしまったりする 

毎時間確認する 

に提示 

（特別支援学校の例） 

「この表を見なが

ら発表の練習を

したよ。」 

「電車が好きだか

ら，わかりやす

いよ。発表する

時は各駅停車の

スピードだよ。」 



            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

       

◎作品を介しての

＊「言われたい

い言葉」を伝

＊自分が「言われたい

＊相互評価を行

がりを広げる

【学級の様子】 

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(３)人間関係づくりを促す

○(ｱ)互いを認め合う取組

深めやすくする 

・お互いの良さよりも

言葉が多くなっている

「自分の作品について

「どんな意見も OK

なんだよね。」 

「友だちにはすごいと 

言ってもらいたいよね。」 
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しての気持ちの表出と相互評価 

われたい言葉」を探すことで，友だちの気持ちを

伝えられるようにする 

われたい言葉」を探すことで，多様な見方

行い，自分の作品の良さに気づくと共に，

げる 

づくり』 

す 

取組(グループワーク等)で，自己理解

さよりも悪い部分ばかり探して，批判する

くなっている 

について，友だちから言われたい言葉をカードにかきましょう

OK 「友だちには厳しく

言ってみたい？」 

「自分は，こんな

もらいたいな
 
「一枚一つの言葉

すい。」 

「お互いの作品を
 
「いいとこみつけるぞ

                                  例３４ 

ちを考えた「言いた

見方に気付かせる 

，友だちとのつな

自己理解や他者理解を 

する

をカードにかきましょう。」 

こんな言葉を言って

もらいたいな。」 

言葉って書きや

を相互評価するよ。」 

いいとこみつけるぞ！」 

（中学校の例） 



            

「先生のコメント通り，

むことを，私心配していたんだ

 

「そうだ。○○さんが書

うに，休んでいた友だちが

て本当に良かったよね。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

◎良いこと探

＊良いことを

＊みんなでフィードバックして

◎良さを引き

＊思いやりや

【学級の様子】 

「友だちがまた学校に

かったよね。心配して

んだね。ありがとう
 

★友だちを思う優しさを認め

を学級全体に広げていきます
  

【工夫のポイント】 

視点３ 『学級集団づくり

(3)人間関係づくりを促す

○(ｲ)適切なタイミングで

め合ったりするなどで

・友だちの批判やあげあし

・いじめや否定的

台風で登校が遅いから，ラッキー

プールの水が気持ち良かった

風邪で休んでいた友達が今日は学校
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プールの水温が良かった

「そうか，協力したから

「みんなとがんばって

 

「明日は，○○さんのグループのよう

に私たちも協力してがんばるぞ

プール日和だった。

，友だちが休

していたんだ。」 

書いているよ

だちが来られ

。」 

探し 

いことを毎日３つ，一週間探す 

みんなでフィードバックして気づきを促す 

き出す言葉かけによる温かい雰囲気

いやりや協力などを認めることにより，学級全体

に来られてよ

してくれていた

ありがとう。」   

め，思いやり

げていきます。 

「素晴らしい！！

なで協力してがんばったんだ

ね。」 
★ミニ競技という言葉

ちとのかかわりの良さや

かえり，気づかせます
 

づくり』  

す 

なタイミングで称賛や感謝の言葉をかけたり，子

ったりするなどで，自己肯定感や所属意識を高めやすくする

やあげあし取りが多い 

否定的な雰囲気で悩む子どもがいる 

ラッキー！！ 

かった。 

学校に来られた。 

競って勝った。（水泳

                      例３５ 

かった。 

（中学校の例） 

したから勝てたんだ。」 

みんなとがんばって良かった。」 

さんのグループのよう

してがんばるぞ！」 

。 

雰囲気づくり 

全体に広げる 

！！ミニ競技は，みん

してがんばったんだ

言葉を取り上げ，友だ

さや大切さをふり

づかせます。 

子ども同士で認

めやすくする 

水泳のミニ競技）最高! 


